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す
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h
e

 

a
s
s
e
t
s

 

a
t

 

a

 

l
i
q
u
i
d
a
t
i
o
n

 

s
a
l
e

.

.

.

.

.

.

.

I
t

 

is 

t
r
u
e

 

t
h
a
t

 

i
n

 

t
h
e

 

c
a
s
e

 

o
f

 

c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

 

t
h
i
s

 

r
e
D
r
e
-

sents 

the 

interest 

of the 

s
t
o
c
k
h
o
s
e
r
s

 

rather 

t
h
a
n

 

those
； 

of creditors. 

Y
e
t

 it 

is 

H
a
e exaggeration to 

say 

that 

if 

all 

assets 

.were 

listed 

at 

8

匕a
l
a
n
c
e

 

S
h
e
e
t

 

w
o
u
l
d

 

s
h
o
w

 

s
o
i
v
s
e
y
.

 
v
a
l
u
a
t
i
o
n

 

o
n

 

s
u
c
h

 

a

 

b
s
.
s wo

u
l
d
”

 

t
h
e
r
e
f
o
r
e
,

 

b
e

 

a
b
s
u
r
d

 

a
n
d

 

t
h
e

 

g
e
n
e
r
a
l

 

p
r
i
n
c
i
p
l
e

 

m
u
s
e

D-
*
e a

d
o
p
t
e
d

 

t
h
a
t

 
t
h
。

b
a
s
i
s

 

o
f

 i
n
v
e
n
t
o
r
y

 

v
a
l
u
e
s

 

is 

t
h
e

 

p
r
e
s
e
n
t

 

v
a
l
u
e

 

o
f

r+
h
e a

s
s
e
t
s

 

ro
 

t
h
e

 

l
l
o

cue
r
s

 

a
s

 

a

 

p g
o
i
n
g

 

o
o

n
c

e
m

^
T

o
 

t
h
i
s

 

r
u
l
e

 

t
h
e
r
e

 

m
a

y

cr
e 

e
x
c
e
p
t
i
o
n
s

 

o
r

 

m
o
d
i
s
c
a
t
i
o
n
s
,

 

m
o
s
t

^ 4 

I
r
-
t
r
o
d
c
c
e
d

 

i
o
r

 

t
h
e

 

s
a
k
e

 

o
f

 

p
r
e
v
e
n
t
i
n
g
,

 

a

 

s
e
l
f
—

d
e
c
e
l
v
i
a
w

 

e
x
a
g
g
e
r
a
t
i
o
n

 

o
f

 

v
a
l
u
e
s
.

This 

i
s
a
s

 
け0 another 

distinction 

o
f
g
r
e
p
t

 
importance, 

t
h
a
t

cre
t
w
e
e
n
^
f
i
x
e
d

 

2 a
n
d

 

R
c
i
r
s
I
a
t
i
n
Q

r 

i

a

s
.
.
.
.
.
.

B
y

tb
x
e
d
 

a
s
s
e
t
s

 

a
r
e

 

3
e
a
n
t

 

t
h
o
s
e

 

w
h
i
c
h

 

a
r
e

 

b
o
u
g
h
t

 

f
o
r

 

D
e
r
n
l
s
e
n
t

 

o
r

 

I
o
n
?

 c
o
n
t
i
n
u
e
d

u
s
e
,

 

b
y

 

c
i
r
c
u
k
t
i

品
 

a
s
s
e
t
s

 

t
h
o
s
e

 

w
h
o
s
e

 

u
s
e

 

is- r
e
l
a
t
i
v
e
l
y

 
s
h
o
r
t

 

o
r

 

w
h
i
c
h

 

a
r
e

 

p
u
r
c
h
a
s
e
d

 

f
o
r

 

r
e
s
a
l
e

 

a.s 

T
n
e
r
c
h
a
n
a
i
s
e
:
:
…

…
I
n

 

g
e
n
e
r
a
l

 

.it 

is 

c
o
n
s
i
d
e
r
e
d

.
 l

e
g
a

日 a
t
e

 

t
o

 

c
o
n
t
i
n
u
e

 

f
i
x
e
d

 

a
s
s
e
t
s

 

a
t

 

t
h
e
i
r

 

c
o
s
t

 

d
e
s
p
i
t
e

 

a

 

s
u
b
s
e
q
u
e
n
t

 

d
e
c
l
m
e

 

i
n

 

t
h
e
i
r

 

v
a
l
u
e
.

 

B
u
t
.

 

i
n

 

v
a
l
u
i
n
g

 

o
i
r
c
u
k
t
i
n
g

 

a
sto
.
e
t
s

 

r
e
w
a
r
d

 

m
u
s
t

 

b
e

 

h
a
d

 

t
o

 

c
u
r
r
e
n
t

 

v
a
l
u
e
s
,

 

a
l
t
h
o
u
g
h

 

t
h
e
r
e

 

is 

s
o
m
e

 

q
u
e
s
t
i
o
n

 

a
s

rt
-
o w

e
t
h
e
r

 

t
h
e

 

m
a
r
k
e
t

 

v
a
l
u
e
,

 

e
v
e
n

 

o
f C
i
r
c
u
l
a
t
i
n

q1a
s
s
e
t
。

c
a
n

 

0
n>a

c
c
e
p
t
e
d

 

w
h
e
r
e

 

1
:
h
a
t

 

e
x
c
e
e
d
s

 

t
h
e

 

o
r
i
g
i
n
a
l

 

c
o
s
t
.

 

f
p
.
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T
h
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rule> 'gen

-<T)ra:iIy -accepted, 

is 

that 

mercliandfs 
邝 is 

to 
Lnventc

'd.ed at 

cost e
x
cept 

p-

-where 

there 

ぶ a

 

d
e
a
n
e

 in value 

in w
h
i
c
h

 

case the 

f
 

er 

l

n>
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,
f
s
: 
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I
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-

H
a
a
d
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一. 

-IVIOdem Accounting. 

- 

•

u

匈
說

以
上

各
種
の
說
の
中
其
何
れ
を
以
て
最
も
當
を
得
た

6

ど
な
す
ベ
き
や
。商
决
學
考
ど 

1̂

じ
見
犯
に
立
ち
て
論
す
れ
ば
吾
人
は
第
ニ
の
營
業
®
格
說
即
ち
吾
人
の
所
謂

®

拔
讓
波

K 

格
.
說
を
以
て
最
も
當
を

#

た
る
も
の
な

6

ビ
言
は
ん
ビ
す
。何
ど
な
れ
ば
法
パ
^
\
又
次
會
社 

に
對
し
財
產
目

.錄
及
貸
借
對
照
表

.作
成
の
_
務
を
課
し
た

る

は
是
に
侬
办
て
興
商
人
又
は
會 

;I
y

の
®

^

上
の
地
位
に
對
し
て
何
等
か
の
利
害
關
係
を
有
す
る
者
に
、該
商
人
又
は
會
社
は
今 

.後
你
ほ
取
引
を
繼
績
す
る
に
値
す
る
や
否
や
、其
負
婚
す
る
所
の

義

務

を

履
行
す
る

^

足

る

充 

分
な
る
資
產
を
有
し
届

.る
や
否
や
、其
營
業
の
將
來
に
信
用
を
置

 

<
 
も
«

し
て
間
違
な
き
や
；否
 

や
等
、約
言
す
れ
ば
該
商
人
又
は
會

II

:
の
經
濟
的
情
況
を
到
斷
す
る
材
料
を
得
せ
し
め
ん

ど

す

 

もにぁし而して此目的の爲め忙は商人又は會社の

有

す

る

資

産

が
甞

つ

て幾
何
 

に
て
取
犸
せ
.ら

れ

激

何

の

減

價

を

經

た
6

や
、及
び
現
在
幾
何
の
使
用
惯
値
筆
觀
的

)を
！
！

め
旮 

れ

つ

、
ぁ

り

や

等

を

明

か

に

す

る

に

ゎ

ら

ず

、明

か
R

す
ベ

•&

は
唯
だ
現

.在
其
*
產
を
賣
却
ず

,

雞

十

您

(

四

九
}

論
.' 

說
•
，

四
.九



第

十
怨

(

芄

〇)

論

說

贷

借

對

照

炎L
L

於
け
る
货
菝
評
價
の
原
則
じ
就
て
 

镕

J

铖

3£
〇

名

が
如
き
こ

ビ

あ
.
.る
.
も
幾
何
の
價
額
は
是
を

.現
*

'
に
す
る
を
得
可
き
か
.其
價
額
わ

る

の
み
、換 

*

す
れ
ば
寶
却
價
格
に
外
な

&

す
ビ
す
る
も
、其
賣
却
價
格
れ
：る
や
其

.營
華
を

.
繼
承
し
て

0

營

. 

4

ん
ど
す
る
者
に
讓
渡

.す
る

y
j

し
て
の
價
格

?2
る
ベ
く
し
て
其
他
の
價
格

^

?>

ら
ざ
る
は
、條 

*

忙
照
ら
し
て
疑
な
き

w
.
こ
ろ
な
れ
ば
な
办

。
'

夫
れ
然
&
然
れ
ど
も
吾
人
は
此
說
に
從
ふ
も
猶
ほ
甚
大
な
る
實
際
上
の
不
便
に
逢
着
す
る 

，を

覺

悟

せ

ざ

る

可

か

ら

ざ

る

な

ん

何
^

.
な
れ

.ば

.居
拔
讓
渡
價
格
も
亦
た

1

種
の
交
換
價
格
な 

る
な
れ
ば
是
に
依
办
て
評
價

.す
る
ビ
せ
ば
、賣
却
を
目
的
^
せ
ず
繼
續
し
て
營
業
の
用
に
供
せ 

4
V

、
彼
の
固
‘定

資

產

の

如

ぎ
も

、
其
時
々

0
景
氣
に
依

3

て
其
價
格
に
高
低
の
勸
搖
を
受
く 

.

.可
く
し
て

•
其
結
果

.は
最
氣
上

®

す
る
際
に
は
假
令

1

方
に

.於
で
營
業

.上
の
實
損

3>
る
も
、其
損 

-

失
は
資
産
の
評
價
ょ
ぅ
生
ず
る
所
謂
評
價
益
の
爲
め
に
補
償
せ
ら
る
、
の
形
ど
な
る
の
み
か
'、
 

，時
に
は
表
而
上
利
益
を
生
ず
る
こ
ど
、
な
る
が
故
に
、利
益
配
當
を
な
す
可
ぐ

?>
る
例
へ
ば
株 

戎
會
社
の
如
き
に
ゎ
ぅ
て
は
、株
主
が
其
表
面
上
の
利
益
の
因
て
來
る
源
泉
を
正
解
し
、自
ら
進 

ん
一
で
是
を
積
立
金
の
如
き
に
編
入
す
る
こ

^
！を
議
決
す

.
る
に
あ

&

ざ
れ
ば
、他
ょ

6

備
用
金
を 

灰
し
て

.も
之
を

g

當
し

.了
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
こ

ざ

ゝ
な
.る
3{
:

事
■業
：經

營

の

健

實

を

湖

，す
る
上

化
於
て

0

ま
し
か

£

ざ
る
は
倉

.ぶ
ま
で
も
な
く
、延
ひ
て
は
事
業
存
立
の
基
礎
を
难

.か
&

し
め
、
 

捻
に
は
却
つ
て
債
權
者
其
他
の
利
害
關
係
者
の
利
益
を
辑
す
る
の

®

を
生
ず
.る
某

反

對

に
、最 

.氣
沈
靜

R

傾
く
場
合
に
は
偾
格
は
下
降
す
る
の

】

方
に
し
て
爲
め
に
生
す
る
評
賀
上
の
&
失 

は
事
業
の
遂
行
よ

-

C
S

生
ず
る
現
實
の
利
益
を
吸
集
し
盡
し
て
餘
剩
な
，か
る
ベ

し

、然

か
も
第

W 

，九
十
五

.條
R

於
‘て
#

社\

掼
失
ヲ
塡
補
シ
且
前
第

.

1

項

,

1

定
メ
タ
火
準
備
金
ヲ
控
除
シ
タ
ル 

.後
一
一
非
ナ
レ
パ
利
益
ノ
配
當
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ダ
を
規

.定
し
、而

し

：て
其
損
失
に
付
て
は
事
業 

0
遂
.行
よ
み
生
ず

4

も

0
^

、眾
に
資
産
の
評
價
よ
ぅ
生
ず
る
も
の
€
の
間
に
何
等
の
區
別
を 

.も

設

け

ざ

る

現

行

法

の

下

に

於

て

ば
、
®

R
採

る

べ

き

何

等

の

手

段

も

殘

•存

せ

ざ

る

が
故

に

株 

主

は

斯

る

場

合

.に

は

全

く

何

等

の

配

當

を

も

受

け

得

ぎ

る
こ

^

、

な
る
な
即

ら

此

昜

务

杧
 

は
僙
猶
者
其
他
の
者
の
刺
益
を
保
讓
す
る
に
篤
く
し
て
株
主
の
利
益
は

.
全
然
；顧
慮
せ
ら
れ
ざ 

名
こ

'
/

J

 

な
る
や
明
白
な

.CS 

S

す
*

資
產
の
評
價
を
總
て
交
換
價
袼
に
摅

&

し
む
る
現
在
の
解
釋
に
從
へ
ば
、其
中
の
最
も
穏
當 

な
る
も
の
に
依
る
を

.猶
ほ
穿
く
の
如
き
實
際
上
の
不
便
を
俾
ふ
が

.故
に
、同
じ
規
定
ど
同
じ

«
.
 

縣

の

行

は

る

、
獅

逸

商

法

は

少

く

^

も

株

式

會

社

の

場

合

に

於

て

此

缺

陷

を

補

は

ん

が

爲

め

辭
十
怨

(

瓦一
)

^
 

E

蕃對照庚に於ける

S

齧
の
股
則
に
妹
て

m
J
m
5



第

十

淞
(

芄

ニ)

論
脱
货
腊
對
照
表
！

2
於け

^

资
產
評
似
の
原
則|-
躭
て 

第
一
號 

沂
ニ

仏
其
第

.

ニ
百
六
十

-

條
に

.&

の
如
き
規
定
：を

.

.置

.

け

P

第一

一
百
六
十
一
條
，

貸
借
對
照
表
ヲ
調
製
ス

,

ニ
、ノ
第
四
十
條
ノ
規
定
ヲ
在
/
標
準
ヲ
以 

タ
之
ヲ
適
用
ス

，

,;
■ 

て' 

V
:

r
:

取
引
所
又
ハ
市
場
價
格
ヲ
有
ス
ル
有
價
證
券
及
ビ
貨
物
,
貸
借

對

照
，
'表

ヲ

調

製

ス

ル

. 

時
期

ノ

取
引
所
又

/ジ
市
場
價
袼
ヲ
超
ユ
が

‘コ
ト
ヲ
得
ズ
但
此
相
場
ガ
買
入
價
袼
又

\

製 

造
價
格
ヲ
赵
過
シ
タ
ぐ
ト
キ
ハ
其
價
格
ヲ
超
：ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ 

二、
其
他
ノ
財
產
ハ
高
ク
ト
モ
買
入
價
格
又

、ノ
製
造
價
格
以
內
二
：定
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス 

；

三

、

設
備
又
、
v
轉
賣
ヲ
自

.的
ト
セ
ズ
特
ニ
一
'繼
續
的

v

會
祉
ノ
營
業
遂
行
ノ
爲
メ

 

二
宛

メ
タ 

ル
其
他
ノ
物
件

、ノ
顧
格
ガ

-其
以
下
ナ

,

‘ニ：，係
ラ
ズ
買
入
價
格
又
、

V

製
造
價
格
ヲ
以
テ
確 

定
ヌ
可
シ

d

シ
減
價
二
等
シ
キ
額
ヲ
引
去
リ
又
：

V

之
一
一
相
當
ヌ
ル
新
調
基
金
ヲ
訃
算
シ

タ
ル
ト
キ
二
限
ル
、

 

、
 

ノ

(

以
下
略
す

)

- 

.

節
ち
事
實
に
於
て
會
計
學
渚
の
主
張
を
法
文
に
於
て
認
め

^

る
も
の

S
言
ひ
#
可
く
し
て
實 

k

又
た
當

.然
の
處
置
な

A

ど
す
。然
る
代
我
商
法
は
：從
來
其
第
ニ
十
六
條
の
第

1
:
1
.
項

奴

於

て

'獨

逸
商
法
第
四
十
條
第
ニ
項
の
規
定
ど
同
趣
意

0
規

定

を

設

け

な

：が
&
、獨
逸
商
法
第
ニ
西
，六
十
，
 

1

條
の
如
き
親
定
は
終
に
何
處
に
も
是
を
遛
か
ざ
る
な

i

w

ち
法
の
不
備
^
し
て
旨
谪
せ
ざ 

、

る
を
得
ざ
る
ど
共
に
、明
治
四
十
四
年
の
商
法

.改
M

狀
當
办
政
府
ぞ
第
首
九
十
條
の

 

一
1
ビ
し
て 

.財
產
目
錄

r

揭
ク
ル
動

•産
、不
動
逢
債
權
其
他
ノ

 

.財
產
ノ
價
額
，パ
联

§1
所

/■
稍

®

ァ
レ

W 

產
ニ
 

.
-フ
ニ
財
產
目
錄

'調
製
ノ
時
}一
 

於
ヶ

V

相
：場

'";
其
他
ノ

.財
産

.
付
，テ：パ
財
產
自
：錄
練 

製
ノ
時

4

於
ヶ
ル
價
额
ー
一

0

ユ
.
ル
コ
ト
：ヲ
得

V

但
其
相
場
又
ハ
價
額
ガ
財

I 
ノ
取
得
價

M 

又
ノ 

.
製

作

價

•
»
一
一 

超
ユ
，
ト
キ
ハ
興
取
得
價
類
又
ハ
製
作
價
额

n

超
ユ
，ル
コ
ト
ヲ
得
ズ 

繼
續

'シ
■
テ
營
業
ノ
用

」
I
:

供

ス
ル
財
產
ュ
付
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取
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價
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作
儐
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を
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す
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舉
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辆
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聪

勝

を
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し
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め
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不
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る
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の

見

地

ょ
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め
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出

し

て
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得
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额
又
ム
製
作
價
額
二

r

超
ユ

A
,

ト
キ
バ
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差
輯
ス
利
益

V

シ
テ
之
ヲ
：處
.分
ス
ル
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ト

ヲ

.
得

ズ

(

他
は
.省
略
す

)

. 

♦

然
る
に
衆
議
院
が
或
場
合
に
は
評
價
益
を
も
之
を

.
配
當

.
す
る
'こ

W

を
許

さ
ヾ

る
に
於
て
は

®
'
 

買
を
假
想
し
て
評
價
益
を
配
當
す
る

U

至
る
輝
を

.生
ず
可
し
ミ

0「

.理
由
の
下
に
、政
府
案
及
载

.
 

族
院
案
を
ニ
つ
な

.が
ら
否
決
し
去

&

た
る
沒
條
理
を

r

a
つ
笑
，ひ

’且
つ
悲
ま
：ず
ん
ば
ぁ

&

ざ
る

な

I B M

麵

|
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1
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.

.乍
併
元
ビ
如
上
の
-
議
論
.は
、先
‘き
に
言
、へ
る
が
如
く
、商

法

學

者

ヒ

同

ブ

見

地
K

立
ち
て
資
產 

評
價
の
原
則
に
關
.す
る
餓
說
を
批
判
す
る
ビ

し
、

て
、生
_ず

る

吾

人

の

霖

見

ど

並

に

其

下

に
讼

て
 

發
す
る
吾
人
の
嗟
嘆
ど
に
外
な
ら
ず
。然
か
も
吾
人
の
此
所
に
言
は
ん

S

欲

す

.
る

ビ

こ

ろ

は

、

^

«

M

、b

R

1

•

步
■

を
進
め
て

.

商
法
學
漭
の
立
つ
見
地
其
も
の
、
是
非
を
問
ひ
彼
處
ょ

S

議
論
を 

決
せ
ん
ど
す
る
に

6

る
な
办
、

夫
れ
然

6

然
ら
ば
商
法
學
者
の
見

地

y
j

は
何
ぞ
や
、其
缺
陷
は
果
し
て
何

«

.

に
ぁ
.

り
や
。酿
ふ 

R

'

此
問
題
に
關
し
て
商
法
學
者
.の
通
患

S

す
る
所
は
、貸
借
對
照
表

.

の

本

質

を

.正

解

せ

ざ

る
®

 

に
存
し
、面
し
て
其
缺
陷
は
其
當
然
の
結
果
ビ
し
て
資
産
の
性
質
を
.顧
慮
せ
中

〗

槪
に
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所
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溶
觀
價
格
又
は
交
換
價
格
を
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評
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.

ベ
し

ビ

云
ふ
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を
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る
點
に
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錄
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摘
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ど
借
方
マ

J

に
.

分
ち
て

】

見
直
ち
に
其
過
不
及
を
知
る
の
用
に
供
す
る 

も
の
な

j

又
は

「

貸
借
對
照
表

^

は

資

產

の

項

目

、價

値

を

】

方

に

、負

.債

及.資
本
の
頁

.

目
、價

値

を 

地
方
に
對

»

し
て

1

定
時
に
於
け
る
人
の
財
產
狀
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云
ふ
に
あ

6

て
、決
し
て
其
他
に
あ
ら
ざ
る
を
明
に
せ
ざ
る
な
か
^
ち
前
述
の
如
く
客
觀
的 

價
格
又
は
交
紙
惯
格

S

云
ふ
に
四
ら
れ
て
却
つ
て
會
針
學
蓊
の
資
產
評
價
.の
據
則
ビ
し
て
提 

唱
す
る
ど
こ
ろ
を
拒
む
所
以
な
る
が

.、然
か
も
其
主
酿
の
賞
徹
を
圖

S

ん
S

せ
ば
、實
際
上
に
多 

大
な
る
不
利
不
便
の
生
起
す
る
を
覺
悟
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ず
し
て
、到
底
忍
び
得
る
所
に

6

ら
ず 

即
ち
自
家
本
來
の
主
張
に

〗

步
を
讓
つ
て
實
際
の
事

.情
V」

の
調
和
を
見
出
さ
ん
ど
し
、此
處
に 

谷
種
の
形
德
に
於
け
る
彼
の
營
業
價
格
說
を
生
む
に
至
ぅ
終
に
興
讁
步
の

1

端
は
獨
逸
に
於 

て
は
第
二
西
六
十

1

條
の
規
洚

S

な
b

て

表

願

し

來

れ

雖

K

然
沪

も
如
斯
は
«
は
ヾ
其 

第
一
着
步
に
於
け
る
過
失
を
爾
後
に
於
て
始
末
せ
ん
ヾ
し
す
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
な

6
。斯
く

.言
は

く
人
或
は
反

®

し
て
日
く
餐

.產
'評
價

0
.標
準
せ
し
セ

.
客
*

的
0

格(
又
.
.
«
交
換
偾
格

)

を
採 

る
べ
き
か
否
か
は
、紙
が
貸
借
對
照
表
の
作
成
を
命
じ
た
る
其
根
本
の
精
神
ギ
照

S

し
て
之
'を 

決
す
べ
き
も
の
れ
る
や
報
な
し
、被
る
に
立
法
の
精
神
は

r

他
人
ヲ

?

其
時
'.ニ於

 

'ヶル
資
產
ノ 

狀
況
ヲ
知
悉
セ
シ
ム
ル
ノ
趣
意

 

一

I

外
ナ
ラ
ど

(

大
*

院

判

決

丽

し

で

此

精

.神
に
添
ふ
評
價
が
溶 

觀
的
惯
格
を
措
き
て
他
に
之
れ
な
き
は
事
理
の
最
も

II
S

易
き
も
の
な

6
。然
る
に
此
极

JK

を
無 

覦
し
て
徒
ら
に
非
謗
の
言
を
放
つ
は
不
遜
に
し
て
且
つ
無
謀
な
ぅ
せ
。然
れ
と
も
吾
人
は
此
反 

駁
に
對
し
て
灰
の
如
く
主
張
せ
ん

^

欲
す
。此
點
に
關
す
る
立
法
の
精
雜
が
論
，潴
の
言
ふ
が
如 

く
な
る
ベ
き
は
吾
人
又
た
之
を
嶷
は
幸

S

雞
•
も
、然
か
も
夫
ょ

^v

し
て
直
も
に
、故

R

貸
借
對
照 

表
に
記
栽
す
ベ
き
惯
格
は
客
®
的
價
格
な

£

ざ
る

,
ベ
か
ら
す
ビ
論
斷
し
得
る
ゃ
否
は
大

'に
：之
 

を
疑
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
な
ぅ
。蓋
し
是
を
實
際
の
場
合
に
照
ら
し
で
考
ふ
る
に
、世
人
が
商
人
又 

は
會
社
に
對
し
て
或
は
信
用
を
與
べ
或
は
取
卯
を
靡

^

し
て
何
等
か
の
利

#

關

係

を

.有

せ

ん
 

ど
す
る
に
兜
ち
、確
め
ん
ヾ
し
欲
す

る

所
は
大
多
數
の
場
合
に
於
て
、該：商
人
又
は

#
'

社
が
營
業
を 

繼
績
し
行
く
も
の
ど
し

.て
、何
等
か
の
形
に
於
て
是

R

關
係
す
る
の
安
否

.な

.

、̂

つ
て
知
&
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す
る
所
は
該
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人

3£
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'
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S

齧
の
放
則
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e
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雜

五

八

し

て

、

該
商

人

又

は

會

祉

が

與

常

の

場

合

に

際

し

て

も

猶

ほ

债

務

を

完

濟

し

取

引

を

究

了

し

#

る
や
否
：や
に
は

?>

ら
ず
，而
し
て
旣

R

營
業
の
狀
鴆

^

あ
4

一
を
前
提
ビ

'

し
.：て
利
寄
の
關
係
を
結 

ぶ
が
故
に
、其、後
に
於
て
も
知
ら
ん
ビ

.

す
る
所
は
其
狀
賴
が
如
何
に
猶
移
し

.

變
遷
し
つ
、
あ
 々

や
.

に
し
て
.

其
他
に

.
は
：ゎ
：
&

:

ざ
♦

な
ん
勿
論
：財

.

界
0

風
：®
急
 

一
 ̂

に
'

險
惡
を
加
へ
つ

.

、
ゎ
る
が
如
き
場
合
に
は
、最

.

.惡
の
場
合
を
想
像
し
て
陰
に

.陽

に

相

宇

方

の

?

.

場
合
に
双
け 

る
資
力
信

'用
を
も
之
を
知
ら
ん
ビ
す
る

■な
&

ん
も
、是
は
之
れ
例
：外
な
る
の
み
か
却
つ
て
平
常 

斯
く
の
如
き
場
合
を
想
像
し
つ

>
p
f
ざ

々
し
證
據

R

外
な

&

t'

ビ
云
：
ふ
可
し
。即

ち

第

二

十 

六
條
の
规
定
が
公
衆
保
議
の
规
定
な
そ

/」

云
ふ

”

事
ょ

A

推
し
て
、其
'
が
常
に
營
業
の
解
體
又

,
 

は
讓
渡
の

s

k

R於
け
る
價
格
を
記
載
す
ベ
し
ビ
命
す
る
も
の

'
な
り

^

解
釋
す
る
の
常

S

を
疑 

ふ
所
以
に
し
て
、實

R

又
れ
却
つ

-
て
立
法
の
眞
精
神
は
營

.業
の
狀
能
に
於
け
る
商
人
又
は
會

it 

の
財
政
狀
摭
を
表
示
せ
し
め
ん
ど
す
る
に

•
•あ
h

、換
言
す
れ
ば
：商
法
第
：ニ

十

六

條

第
 ̂

i 

r

#

照
表

ビ

チ
ふ
は
紙
記
に
所
謂

. »

借
對
表
に
し
て
、決
し
て
商
法
學

.
者
' 
が
f

A
の
財
產
を
資
逄 

(

法
律
的
意
義
の

)

ビ
負
債

(

法
律
的
意
義
の

.

)

ビ
.
.に
分
ち
て

.
對
立
表
示
し

.
て

K

m
iK
i

k

;
過
不
及

f

 

謂
 

知
る
の
用
に
供
す
る
も
の

.
な
ぅ

」

ぢ
解
す
る
が
如
き
も
の
に
あ
ら
ず
、從
つ
て
毖
に
記
載
す

V

き
 

叹

價
格

•も
亦
た
會
計
學
の
主
藤
す
る
所
に

‘從
ふ
を
以
て
、正
當
に
し
て

.|1
つ
-充
.分
'な
^̂

」

な
す
可 

き
な

6
。然
る
に
之
を

#

ら
ざ
る
も
の
、
如
く
云

^
は
、1

方
に

•於
て
貨
借
對
照
表
又
れ

1

に
資 

產
食
愤
表
ど
稱
す

V
J

い
ふ
其
資
產

.負
債
表
の
意
味
を
深
く
穿
議
せ

'す
し
て
、單

.純

.^
資
產
す
負

.

債の對照表なり

S
解
し

(

註)

、而
し
て
他
方

^
於
て
財
政
狀

®

(snanciai.pos

&:on or status)

を 

示
す

5
0

あ
る
を
、又
れ
單
純
に
財
產
狀
態

.を

示

す

も

の

ど

解

し

其

が
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